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3年生が引退し、新チームとして初めての大会参加となる「支部新人大会」が10月７日（土）に開催さ

れました。夏休み以降、新チームとして取り組んできました。途中、学園祭などあり、なかなか集中した練

習ができずにいましたが、学園祭後は各部とも練習試合を組み，その中で技量を確かめながら取り組んでき

ました。支部新人大会では、県大会においてさらなる勝利を目指したり，北都留地区の中で優勝を目指した

りする中で最後まで諦めず一生懸命頑張っていました。県大会は、支部代表として上位を目指してもらいた

い部分もありますが，教育活動の一環として行われるものなので，チームとして仲間を思いやるのと同時に，

個々の力が結束してチーム力を高められる取組であってほしいものです。現在，「土日祝日の部活動の地域

移行」についての協議が始まっています。これまで多くの教員がコーチングの知識や専門的な技量を持たず

に担ってきた部活動が今年度からは地域の活動に移行されていくことになります。現状では地域の受け入れ

体制はまだ整っていませんが，今後、地域の方々の協力の下、スムーズに移行できるよう準備を進めていけ

ればと思います。

・野球 上西中上中合同 ０対７ 猿中 上西中上中合同 ３対5 大月東 第三位

・バレー 上西中 4戦全勝（交流試合１セットマッチ 大月東中・猿橋中・上野原中・秋山中）

・男バスケ 上西中 51対45 上中 上西中 66対25 猿橋中 第一位

・女バスケ 上西中 48対84 猿中 上西中 42対80 大月東中 第三位

・剣道 団体 上西中 ３対２ 猿中 優勝（県出場）

個人 優勝 山本騰 第二位 山口輝也 第三位 森屋秋成

・卓球 個人女子 第二位 幡野つぐみ 団体男子 第三位
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10月27日（金）１年生が校外学習でミューの森（旧ゆずりはら自然の里）に行ってきました。施設につ

いては，ちょうどハロウィンの時期なのでカボチャのオブジェが飾り付けられ，ちょっとした非日常感を味

わうことができました。１年生にとっての校外学習の大きな目的は，望ましい集団的な活動を通して，自発

的・自治的な活動を自覚させ，生徒自ら学級や学年の問題を発見したり，集団としての意見を合意形成した

り，みんなで決めたことを実践したりすることです。そのためには，リーダーを中心にみんなでフォローし

ていく関係を築く事がとても大切なものとなります。学級役員が中心となって実行委員会を組織し，各学級

で係に所属し，責任もってやり遂げることで次の活動につながっていきます。

校外学習を終えた生徒達の感想は，「知らない自然の事をたくさん知ることができた事や班での行動で仲

間と協力することの難しさを知ることができた。」「他のクラスとの交流で学年全体で楽しむことができた。」

「ウォークラリーを体験する中で自然の怖さを体験することができた。自分勝手な行動は，みんなに迷惑を

かける事を身をもって知った。」などの課題や学年として良かったところが挙げられていました。
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10月25日（水）に上野原市小中学校音学会が開催されました。令和２年にコロナウイルス感染症が猛威

を振るい始め，休校やリモート授業など学校での日常生活が大きく狂い始めたときでもありました。合唱活

動においても飛沫での感染が心配されたため，活動が行われることはありませんでした。昨年度は，校内で

の発表会がありましたが，他校との交流はなく他の学校がどんな様子で合唱活動を行っていたのか知るすべ

はありませんでした。しかし今年度，コロナウイルス感染症が２類相当の扱いから５類の扱いとなり，学校

生活も徐々に日常を取り戻してきました。

今回の音学会では，市内３校の中学校でお互いの合唱を聴き合うことができるようになりました。本校の

生徒も本番までの間，音楽会に向けて一生懸命に練習に取り組んでいました。しかし本番を迎えると，学校

での練習とは打って変わり生徒の表情も緊張していることが，ひしひしと伝わってきました。コロナ禍で味

わった事のない緊張感が逆に生徒達の力を引き出すことになったのか，当日は歌う表情も意識しながら素晴

らしい歌声を披露できたと思います。また，他の２校についても当日に向けて練習を積み上げ，迫力あり，

工夫ありのお互いの良さが感じ取れる素晴らしい音楽会になったと思います。


